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（｛主 1) 州著， alそ'Iarakat幽ul-Ummalieya Ji Mi子r
ラウーフ・アッパース
（木村 博訳〉
1899 1952, Cairo, 1968, pp. 45-46.〔Thelabour mo-
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（，に1) Colon〕l"¥ 11arcel, L’E,・olut;ion de L’ 
Eιyj,te 1924-19.,0, p. 186. 
(il 2〕 M口hamedFarid, Tm・'ikhMir1・ min Ibti・ 
da, 1891, masihtya, manuscript, Part 4, p. 79. 
(, L 3〕 Colomhe, M., op. cit., p. 187. 
川 4) 拙工；・；：， ψ cit.pp. 5'l一 Ci4.
Ci主5) Iryan, Mileka, 1'1.arkt;iz Mi~r・ al-Iqtitadi
































































































Cit 1) Alxiul Azim Ramadan, Tatawwural-
!Iara長atcl IV atanlya fi fo.fi:1・ 1818-1936, Cairo, 
1968, p. 82. 
（注 2) National Bank of Egypt 1898-1948, 
Cairo, 1948, p. 50. ( (i：；立50周：ド心念号）







































































































































































（川 1〕 『・＂ 'L・ソハラーム』 1924:13月7日Hize, ：；，」
h：七フ・ p ' 三一ノレの告円んきょ照せよ。
（主2）『＇＇・・ 7 ハラーム,f1921 Jj' 8月却［l～24
〔i3) 同上紙 1921年9月17日。
〔主 4）同l机 1921年 8月18:I, 




UI: 6) Jnll車店 1923 ;,1 J ；り ~I "' 
C ,l7）同紙 1924!,' 3 )J7 li広のい•！J: に＇ -J ;: 
ヨセ 7 ・ローゼン貞勝ノレ0）告白を参考。
(it二8）こ l!. i土， 1924;f 12.! J 19 fl ＇，『. ・＞・ ハて
ーム』 J ’』；k~ ., t・’えのn立；0）アラヒア店以t,≪4LJ｛した 4
のである。アグワニ AgwaniIt, Labour A1onthly, 
Vり12 (March 19'.'.') Pl予空76279. グ）：.，；，：えを ：日 1
·•いる。これには少 L llりがある。（Agwani,M, S., 
Communism問 theArab J,;ast, Asia Publishing 
House, India, 1969, pp. 4 ・5. ー1 参W.i，よ
(it 9) 『γノL・プハラーム』1923fド3)119 i 1～2411。
c.uo〕 トj1-.,t:~ 192:.l礼一 5Jjl l!o 
（注11! 1，日￥］ I毛:I; 1924'.1'12'! ]911 
(il:12) ！日j上紙 1924-l-3月6IJ～27 ,1 o 
（注1:3）刺 i紙 1924;13jl 4 1
(il:14〕 l"Ji紙 l924ff7 Fl7 1、
(il:15〕 Ii'•］.［：炉、 1924今 3 月 10 i 0 
〔，116) 6人のu1芸者、， rム ド・ドス
γ ノし・ウラービ－ Mahm百dHosnl al-Urabi，アント
ヶーン. ~ J：ーン Antiinlvlarun, a ソ曹 1 ・7 ん・
γfデ fフ日afwanAbu! Fat’h, .-r. ., .、 h ハ；・イ
ブラーヒーム el-ShahatIbrahim，および2人ハドシ
アヘイソ 'j2. ・カゾノェ IbramCatzとノ、 f:., ・勺










































ズ・え yレハム AzizMir~am は，労働組合総同盟
を和Ltfilした。このfit同盟は，アフ£ァド・モハメ
ァに・アザ Ahmecl恥1ohamedA日haとフスニ－












月， こしつ述｛；－の評議会におけるワフ rJ.r:日 ダ
ウー lご・ラティブを追放し， 王室の一良でワフ
ド党員の支持者であ芯ア、、ノノ＇＜－~，（，・ハリム息子
Prince Ahba~ Halimを述 ｛；の会長仁U:ゐ l討した












































































































O U〕 Agwani,op. cit., p. 8. 
（注 2) 『アル・アミノレ・アル・ミ九ノレ』 1930年5
I  261] 0 
( ,I 3) t出g, op. cit., pp.同－8リ




～犬衆は， lな＂：1rnを得られれ ＂っドは政権主 j寸
ることができなかった。
〔I主6) Badaoui, Zaki, Les Problemes du Travail 
t't 1,・s Organisat io川 Ouvrie1・sen Fgypte, Alcxan幽
dr ie, 1948, p. 29 
(17〕 拙治、 ψt:it. pp. 95-102. 
(il 8) Abdul-Rahman al-Rfi, Ji A’qab al-Thル
wrat el-Misriya, vol 2, pp. 202-212. 
( , i 9) Sayed (landtl, Niqahiyati, al-Risalat ul-
l..'m111aliyat u{-,lu/<1, Cairo, n. d., p. '1. 
「，110) 拙二cl'r, op. cit., pp. l06-1川．
(ltll) 『アノレ・ハヲグ （Al-Balagh)JJ1938年 5月
8 I夕刊。
: : 12) Badaoui, op. cit., p. 42 












































年次（12月） 卸完物価 生 言十 費
1 9 3 9 122 % 108 % 
1 9 4 0 143 122 
1 9 4 1 183 156 
1 9 4 2 251 215 
1 9 4 3 292.7 257.2 
1 9 4 4 330.3 292.2 







































MELN は 「エジァ。ト巾！と「フ。口 νタリア























／レ・エル・ゾャディ－ J:' Al-Fagr el-Jadld i新察



















1945 年 9 月に， ~,fELN 幹部として有名な 3 人の



















ー 一一一 一/ 'L ・ハ 7 カ卜・～・千モツラニ子二Lい運動f:t,el-Khimaペ〉アシキすンド＇・＇ γのL く－.）かび＞t,1 
f← ヤ・リ、、， . 7ブ I--／＇.・ア， 1.• n 1 二二一日1ま；は工J，｝閉鎖をせ：7るをえな九ゐ v イ二， fi. 0灯油杓？？～
k'l二産（，：低下させ二人数をj'杓,xi_, i'i' 去を •JI:" l lel-Tal.irir 
IL¥l l]Ti ＂：、つ士 i1H：技解放のための民主主主的
「，l-¥V日taniI far11kt ul-Democγat 1'－日
二び巾IT恒例！とレ弓名古~で何I 「〉れる上ぺ；二／（った
L ＇－、；車台；工， 191メイド 7月までの約 1年間続L、たこ
’刀、1・.H）主攻年1‘
官と衝突しf二
］＇トl(jif!; ) J 1011司 .;f，議tz；ま洞古iヲご可cN＇＿ 司
' fた。労｛副長i士二戸εを方ゐ；？て‘
れより牧り ）］ 1¥iJ，：，「人民の解放目的街 lが10壊し、I ！ス ＇~Ic〕撤辺、政府間m1労働よれγi;filJJ ；去をぷ［門j ;¥'. 
!1］労働古ーにも＠JIHらこと， [i':':t;13にじ；}l'JWi.士 べ一円 l払ぶ百l土l¥1E T .I¥:；二川j、｝）、 f也♂〉に：ゴ） ': 
r＼ーばかkraにじ、い vラたηAtTali"ιf二け山、 T界kr,t主せis_L、ょう：こすらこと， J］え！（f:t ,-' : !＂；市 7j '.: 
外相；仁lJH司？？が懸命に説得したに tかかj、「＇－ cf.
iこ肝不足；J(,(j: Lなか 2 、た〔i'.。＼
ノ」、J：イギ I）ス＇， I〔j)(¥ ＇す」H｝合引収し 'J'I，：企
央主f~し［1会を＇~/;[Iょすること、 t(;i ；：ぞ，JI 予. f .う・.'c L 〈，
にもか点、.J)；てヒる 3平 1~1.や j!J ］刊.-, lj 1 i,.d永i「］；二L 、で jl\),10JJ~inll労H1J1 と；ること噌
,n影！日f1ura:1円十る／1:fir’，Ji あ－， /~" 
tjl｛主義者it S, 1 よ二J--, T ・L・
J:.:r: :J 
、、
＇）、fl -'~ L て Ji•JW/ されごい ζi労jJ，わ司 （， i 











J万三－1;7()(1（）人口労H1J1,'i-かれたふヘト弓イ ,. として－！；＇ト f j、；二’だ入すふことを；1と定LJ二）
ーと・／ーリ：n題，.＇＿ r:1 ~ trtrnt したリ I'M式年 1Jlに： t. コ二、 J ／ ？ ' ＇、政府は， JJ{H切i；止のふ LJ'Jfi；二i;
， 
j i".i L ，二スト弓 f宅がヵ ｛ ＇，＇六九三で紅 u市さ lて1ご「J工主連mが；＼Ir要求を；；1/;J・ずですら Eててトラ Y 与をtr
ィri:.，λ'11六：－ L 1 》 -・ 1 
l.、lてソ1ご I・' l こ I ;i;"ic主主学生たfうが‘’＞，、ー’Jι し‘閉す；.s工う評ぷ会；ニ交j歩してきたc
る？？察官のストヮ ｛ ＇を；之I K ,1寺l:rJ労1引を連mr1;;r, ’，~;y:くし小走i；；＝~ ltT?i L ／こコそ二でりはご：rn
J守十ることに ！よ P》 fこっ大石投手モが勺イけど~·－ 1. .•. '・ i、 7 ( ¥ J〕＇.l.にストライベ突入がi；！と定された。








寸~ I J 
レ，，.. ) ザ
.c ’〉ドー‘氷山〈〉工 I)J};iQJ.,¥.i'.c.l¥'lf)j士/iHl8:_ f二。を！J与ミl':Jなストライ干をH－＇ことがごされ以後は，
！丹休や労働組台や軍隊のなかに会数の共産主義じり




J ーベ ペ〆 A.bcil三，rの監獄でl士、
・＇，：》＇，、
1916if. 7 J] 1 IJ司叫l局；土政治的対立＇UこれJLHを
打Jごうと Lて， λ：語会の指導者たれを逮捕したわ











































（注8) Ibid., pp. 118-133. 
（注9〕 Laqueur,op. cit., p. 44. 
Lパ10〕 Agwani,op. cit., pp. 45-46 
( ,J11) Yosin Mustafa & T¥foham吋］弘t'hi,al-
,Va;'i[1ai! al Ummal Ji Mi子r,Cairn, pp. 14-'.?2. 


























































〔注 1) Issawi, Charles, Egypt at Mid-Century 
An Economic Survey, Oxford, 1954, pp. 141-142. 











C 1:3〕 Ruzal-Youse_/; No. 99科，..,: ]i Jミ“al-Tha’－
irunala-Misr.” 
( /I令 4) Lazueur, '¥V. Z., Com11m11ism and ,Vati-
onalism in the .~1iddle East, 3rd幽ed,London 1961, 
pp. 42-43. 
32 
(I fi) 二の 3人は，ダヴ介
N日h日m, 1 ハメヅド・アプデ L ． 、II.ー＼
med Alxliil Halim，ムラード・ l
rムービー MuradIlias el-Qaliublであった。
（住 7）引I持， ojう.cit., pp. 118-126. 
